
日本産ヒラタハナムグリ亜科概説
小 林 'f谷 和

はし' めに この亞科は, 他の食葉性コガネムシの
グループと区別するのに, 非常に見分けやすい特徴
の1 つとして体が小型であることがあげられる。多
く の種類が, 10mm内外かそれ以下で, 15 mmを超
す種類はほとんど見られない。ハナムグリ解斗(Ce-
toni inae)やトラ 、ナ

ムグリ1111科 (Trichi-
inae) と似る極類も
見られるが, 前者と
は中的側被が上方か
ら見ることができな
い点で, また後者と
は後:基節が広く隔た
ていることなと'か
ら区別で る。 しか
し, 触角やn器のtiff
造では, 両者とほと
んど変わらないこと
は,  この亜科が 、ナ
ムグリ亜科やトラ 、
ナムグリ「 IIE科と系統
的に近い関係にある
ことを示している。
体形は通常l,',1が広
く, 背面は平;HJでほ
とんど中高とならな
い種類が多い。体表

日本から初めてこの グループを記録したのは,
WATfRHousE (1875) で, 日本のほぼ全土に普通に見
られるヒラ タ 、ナムグリ (N angustico11is) が,  ヨ

1二'ツパに産する V hemipterusに極めて似た種類
として記,般された。 その後, LEWIS (1887), ARRo、v

(1913) によ-) て3
種が記破された。 沢

. 田(1939,1941), 野村
(1952), 中根(1956)

ヤノ ヒラハタナムグリ  ymot,algls plaait‘sou!us
NOMURA,  1. , 2. .

には多く の場合, 刺毛あるいは 毛の東を持つ。 雌
tの差は大きく , 特に雌では尾端に長く伸びた練状
の特異な産.卵管を持つものが少なくない。 成虫は,
離はイヒに集まり花粉などを食べる種類が多いが, 難
は生活史のほとんどを t j木内で過ごすものがあり,
雌離によって生活国を異にする種類がかなり見られ
る。主として東i、t区, 工チオビア区に分布し, その
他ではvヒァメリカとョー  ロ・,  , 'にわずかの種類が見
られるにすぎない。  ことに,  ヨーロッパでは Val-
gus属の換式極である Valgus hemipterus唯一種を
産するにすき' ない。

2

等によ-・ て新種の記
i \ びに属の検,1 ・
がなされ, 現在まで
に4 l,・◆116 種1 ,:11種が
報告されている。 こ
れ ) の中には, 屋り、
島だけに分布する稀
種, ヤノヒラタ 、ナ
ムグリ ( 「. p!am'as-
culus) が合まれてい
る。
以上のように口本
には, 比較的少数の
種類しか分布してい
ないので, 種の同定
はさ ほど難しくはな
いが, 種の位置づけ
は時代, Ill・者によっ

てかなり異なり,  しばしば所属が変更された種が少
なくない。 本和fでは, これらの属の間題についても
検討した。

日本産属の検索表
1. 前 節は少なくとも 5 外簡を具える一ー一・・・2.
1'.  前 節は3 外的を具える。前的背の側\には
刺◆を持- た4 個の実起を持つ。 fd節板はa ・ Lく
雄では先端に刺毛の束を, 雌では練状突起を有す
る一ー一1. ヤノヒラタハナムグリ属 Yanoυalgus

2.   前尾節板の後報には,  1 対の毛の東からなる突
起を持つ。 雌は練状突起を欠く一 - - - - -・・3.

- 1  -



甲虫ニュース

2'. 前尾節板の後緑には毛の束からなる突起を欠
く。前用更節には5 外極室を具える。尾節板は雄では
単純。雌では練状突起を有する
- - 11. オオヒラタ 、ナムグリ属 Charitotlalgus

3.   前脛節は通常5 外歯を具える。前胸背の幅は上
地の幅に比べかなり狭し
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…一 - m. トゲヒラタ 、ナムグリ属 Dasyuatgt‘s
3'.  前脛節は7 外歯を具える (第 5 蘭, 第 7 蘭'は鈍
い)。 前胸背の0 dは上地の幅に比べやや狭い  -・ ・

- - ・・ I V.  ヒラ タ 、ナムグリ属 Nij)poneυalgus
1. Genus Yarloυatgus NoMURA, 1952 ヤノヒラタ
ハナムグリ属
本属は, 前9更節に3 外的を持つなどの点でOreo-

dorus BuRMEIsTERに似ているが, 後 i付節第1 節が第
2 節に比べ非常に長く , 雌には練状突起を只.えるな
どの点で区別することができる。  さらに, Dasy-
υalgus KOLBE, Valgus SCRIBA, Charitotlalgus KOL-
BEなどの各属とは, 前脛節の外簡の数などによ-・ て
区別することができる。屋久島に分布する次の1 種
だけからなる特異な小属である。
1. Yanoυalgus planiusculus NoMURA, 1952 ヤノ

ヒラ タ 、ナムグリ

体長 8~11 mm (雌の練状突起を除く )。幅広く,
上地はほぼ平;t日で, 後方で広くかすかに凹む。前胸
l f は中央に2 細1  を有し , その上には刺毛の東か
なる各4 個の小瘤を只.える。 前尾節板の後条表には灰
編色~掲色の刺毛列を有し, 両側には気門が太く三
角形に実出する。
分布 : l l本 ( :人島)。
本種は, 1936 年屋久島の小杉谷で矢野索事'f氏が採
集した1 頭の雄を基に, 新属・ 新極として記載され
た。小杉谷を中心としておもに花上で採集される
が, 個体数はあまり多くない。現在のところ, 屋久
島以外からの記録がなく, 形態的に近い種がほとん
ど見あたらず, どのようにして屋久島に定着したの
か非常に興味深い。
11. Genus Charitoυalgt‘s KoLBE, 1904 オオヒラ

タ ,、ナムグリ属
従来, 我国では本 の種類は沢国, 1941, 以来 l ';at-

gus属とされることが多か.) たが,  本属と  Valgus
属等の近条ま属との関係については後述する。 東南ア
ジア地域を中心に現在約10種が知られる。このう
ち我国には次の2 種を産する。

日本産種の検索表
1. 前脛節の第2 l的は第1 蘭のすぐ後方に位l・  す
る。 前的背の2 識隆は中央で拡がる。 tillの尾節板
は中央に \ t色の縦紋を有する。体長 6~9  mm(雌
の練状実起を除く ) - - - - ・fumosus (LEWIS)

1' .  前 節の第2 的は第1 商と第3 的のほぼ中央に
位置する。前的l fの2 識隆はほぼ-、「行。離の尾節
板は通常全体が灰 色 ~ 黄種色の 毛に被われ
る。体長6~6.5 mm (雌の棘状突起を除く ) - -・・

1. Charitoυalgus fumosus (LEWIS, 1887) オオヒ
ラ タ 、ナムグリ

本種は1887 年にLEWISによ-) て, v菜 (北海道 )
福島, 御岳(木営), 中禅寺で採集された5 頭の標本
に基づいて Valgt‘s属で記載された。しかしその後,
ARROW(1913) が後述の factus を記破した際に彼に
よってCliromoualgus属に移された。この取り扱い
はその後, 新島 ・ 木下 (1923), 神谷 (1937), 沢田
(1939) 等によって路興され, 本種の学名にはChro-
moυalgus fumosusが使われてきた。1941 年に沢田
はインドに産するpictus, fumosusおよび 美大島
に産する factusとを比較検;l fした結果, fumosusお
よび 1aetiis の2 種をそれそ°れ pictusのifEi重 とする
ことを提唱するとともに,  これらを Chromouatgus
属から Valgus属に移した。これに対して, 1941 年
ARROWは沢田の考え方に異論をP目え, fumosus,
factus, pictus3 種の標式標本を比較検.・iした結果と
して,  これら3 種をそれそ'れ独立種と見fl? し, Chro-
mot,algus属から Charitotlalgus属に移した。 また,
野村 (1960, 1963) は, f timosus, factus,j:,ictusの3
種をそれぞれ独立種として取り扱.) たが, 属名に関
しては沢田の意見に1正い Valgus属を用いている。
以後, 最近まで日本ではこの野村の扱い方が「,水 襲さ
れ, 本種の学名として LEWISが原記破で用いた学名
である Vatgus fumosusが使用されてきた。 しかし
ながら, 野村は1978 年_1ヒ降_ 館のi i虫大l、  鑑の- 「正
行な- ) た際に本種を Vatgt,s属か f) Char itotlalgus
属に移したが, その理ll] については「可も ,1' 及してい
ない。
このように本蔽の学名に関しては原記般以来, 時
代や研究者によ-) てたびたび変更がくり返されてき
たが, 筆者は, 本種の学名について次のように考え
る。 まず属名については, 既に述べたように過去に
Valgus属, C1iromoυalgus , Charitoυalgtls属の
3 通りの扱いが行われてきたが,  これら3 属につい
て, 属の特徴を要約すれば次の通りである。まず
Valgus 属には前尾節板の画側に実出した t門が見
られず, また雌の練状実起の先端には錨蘭状の実起
を具える点が特徴である。次いで azromot,algils属
では, 前尾節板に実出した気門がない点は, Valgus
属と同様であるが, 中基節間が jl常にl田広い。 これ
に対し, Charitoυalgus t?では, 前尾節板の両側に
は突出した気ド'1を有し, 体形は細長く, 各肢も長く,
さらに, 難の械状突起は単純で先端に鋸的状の実起
がないなどの特徴があ。
本種では, 前尾節板後ﾜの両側に鈍く実出した気
門があり, 雌の棘状突起は単純である。 このことか
ら, 本種は明らかにCharitoυalgus属に合められるべ
き特徴を具えていることがわかる。 また, 極- 名につ
いては, 検索表で,1したような差異が本種と iaetus
との間に見られ,  さらに, 本種と色彩や体形が似て
いるPictusでは, 尾節板がすべて黄色を呈し, 前胸
背の側?象が らく鋸t業i状となることなどからpictus
とは別種と考えるのが穩当であろう。従って, 上述factus ( ARROW)
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の事柄を考慮すれば本種は独立した i重で,  しかも
Charitooalgus 属に合められるぺ:三f 種であると考え
るのが妥当と思われる。
いずれにせよ , このように本種の11-名がしは' しば
変更された原l大1の-一つは, 1904 年に KoLBEが東I
区に分布するヒラタ 、ナムグリiff科をまとめた際,
このグループの多くの 類では雌雄で形態がかなり
異なるにもかかわらず, 単一の性あるいは単一の個
体に基づいていくつもの属を創設したこと, さらに,
属の識別点として取り上げた形質がかなりの部分で
変化の多いものであったことが, 混乱を大きくした
要因になっているものと思われる。
分布 : 目本 (北海道, 本州, 四国, 九州),朝鮮。

2. Charitoυaigi‘s factus (ARROW, 1913) オオシマ
ヒ ラ タ 、ナムグリ

本極は, 1913 年にLEWISが奄美大島で採集した個
体に基づいてChromooalgus laetusとして記載され
たが,  Charitoυaigus 属に属することは前述の通り
明らかである。
分イll : ;fjli球列島 (奄美大島, 德之島)。
本細l の分布地としては, 棋式産地である 美大島
の他に徳之島が確認されているが, 同島産のものは
色彩が 美大島産の個体とはかなり異な-・ ている。
このことについては別の機会に発表したい。
111. Genus Dasyt,algus KoLBE, 1904 トゲヒラ タ

ナムグリ1」室
本属はヒラタ ,、ナムグリ1111科の中にあ-・ て, 重類
数の 富な属の1 つに数えられる。インド~マレー
地域を中心として, 現在までのところ約80種程が知
られている。通常, 前的l fには2 縦降を有し,  llの
東からなる小 をFlえている。 上・翅の点刻列は要f曲
する。 前尾節板の後条\  には実出した気 l'']  が る B
節板には毛の東からなる1 対の突起を持つ。  一方,
体型や体長などを合めて形状には変化が多い。 我国
には現在まで次の1 種が知られているに過ぎない。

3
5図

図
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1. Dasyυalgus tuberculatus (LEWIS, 1887) トケ'
ヒ ラ タ 、ナムグリ

体長5.5~7.5 mm。通常体上面は赤f母色を ,_する
ことが多いが, 時として順面と同し' 'n色の個体があ
る。 前胸背には刺毛の東からなる6 個の小指f を具え
る。 前尾節板中央にある 1 対の黄掲色の毛の東から
なる突起は大きく実出し, ll節板先端にも同色の t一
の東を有する。
分布 : n本 (本州, 四国)。
本種は1881 年に福島( 木曽) および確井9ﾘ-で採集
された個体に基づいて記横されたが, 原記械には前
脛節に4 外的を持つと記されている。 しかし筆者は
残念ながらこれと同じ形態を持つ個体を見たことが
なく, 恐らく LEWISは第4 商の j h常に鈍い個体につ
いてこのように記横したものと推測している。
I V . Genus Nipponoualgzis SAwADA, 1941 ヒラタハ
ナムグリ属

1941 年, 沢111は我国のほ,ま-全土で普通に見られる
ヒラタハナムグリ (angusticollis) を棋式種とする新
属Nipponoυalgusを創設し, 同時に与那国島で採集
された新種 Nipponooalgus yonakuniensisを発表し
ている。 沢田はこの属の創設にあた-) て, angt‘sti-
conisがそれまで1・? していた Dasyυalgus1◆1j とは前a
節に外商が7 個あること, 前的背の01,iが上・ ｴの幅に
比べてかなり狭い点等を区別点としてあげている。
そして, この属が Dasyoalgus属よりも Valgus?」llや
Char itotlalgus属に近いと i?liltしている。我国では
野村, 中根等その後の研究 ﾒ一注によ ) てこの取り扱
いが9?製されて現在に't -) ている。 1944 年, ARRo、、,
はこのNipponoυatgus属について触れ, 沢田が区別
点としてあげた前 節の外tif数は l 類によって変化
が見られるため, 属を分つ上での重要性を持-・ てい

ないと述べ, Nipponotlalg,Is l;?はDasyualgus属か
ら区別できないとしている。 さらに, 沢田が記破し
た yonakuniensis は,  ラオスに産する Hyboυalgus

オオヒラタハナムグリ Char itot,algls fi‘most s (LEWIS) ,
オオシマヒラタハナムグリ Cha r itotlal gus leat ‘s (ARROW)
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sea;dentatus の前脛節の外歯の特徴と同じものであ
ると指摘している。
者は,  この属について、次のように考えている。

ARROWが指摘したように, このグループの前脛節の
外的数には変化が認められ, 真の Dasy,,algus 属の
中でも通常の第4 歯と第5 蘭の中間に鈍い実起を持
つものが見られる。なお,  7 外歯を持つものは 者

の知る限りでは見あたらない。 しかしながら,  ヒラ
タハナムグリ iEi科全体をながめた場合には, 前腿節
の外歯の数は, 雌の棘状突起の有無に匹敵するほど
の重要性があるように感ぜられる。特に前脛節に5
を持つグループでは, 雌の尾節板の形状が属を
決定するのに重要なポイントの1 つにあげられてい
る。 これらのことから広い意味でNipponooalgus属
を i)asy,lalgus属と同じグループとして取り扱うこ
とには異論はないが, Nipponoυalgus属に合まれる
種の雌の尾節板の形状が, Dasyuatg,is属のそれと区
別することは難しいことではない。 この点を考慮す

ると Nipponot,algus属をDasyt,atgus属と同じもの
として扱う事には, 凝問を抱かざるを得ない。

日本産種の検索表

1.   体表には ｩ一編色 ~掲色の 毛を密に装う。 前胸
背には刺毛の東力、らなる明H東な6 個の小 を具え
る。  前尾節板の後半には -fｼ ;色の 毛を密に装
い, 中央近くに 著な1 対の刺 t一の東をFlえる。
4.5~6.5 mmo - - - - - yonakutuensis SA、、'ADA

1'.  体長の ・一はあまり目立たない。前的背の刺11
の東からなる小權は不明日ff。 前l l節板中央近くの
1 対の刺毛の東も小さくあまり目立たない一一

an9ilStiC0l11S (WATERHOUSE)
a . 体色は通常 'l色。 体上面の 毛はあまり l-l 立
たず, ほとんどこれを欠く個体もある。体長4.0
~ 6. 5 mm - - - -subsp angttstico11is s. str.

b.   体色は赤 色, 順画および頭頂は時として暗
色。体上面の 毛は, ややはっきりとする。 体
長 4.0~5. 0mm- - - subsp maedai NAKANE

1. NiPPnotlalgusyo'iakumensisSAWADA, 1941 ヨ

ナクニヒラ タ 、ナムグリ

本種は1938 年に琉球列島与那国島で採集された
2 頭の雄個体を基に記,械された。 一見した外観は台
湾に産する Dasytlatgus formosanus によく 似てい
る。
分布 : 琉球列島 (沖縄本島, 石垣島, 西表島, 与

0沖 本島における工ソカタビロオサムシの記録
ll本に広く分布しているェソ'カタビロオサムシ

Cam h'ta c加' e KIRBY は, 南西請島からも広
く記録されている。現在まで, 屋久島・ 奄美大島・
9.界島・ 沖永良部島・ ク、米島・ 石垣島から知られて
おり, 筆者は新たに沖縄本島での記録を確;認したの
で, その採集例を報告しておく。

I e , 沖縄 l日、国f質那 帰仁付仲宗根, 19. 111. 1982;
16, 沖縄l日国量質郡国 fl村辺土名, 20. 111. 1982. 以
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図 7. トゲヒラタハナムグリ Dasyt,a lgus t tlbe rculat1‘s

(LEWIS) ;   図 8. ョナクニヒラタハナムグリ
_、1pp0'tot、a lg l s :)'onak1// to'tSiS SAWADA

那国島)。
2. NiPPono1'algt‘s angusticouis (WATERHOUSE,
1875) ヒ ラ タ 、ナムグリ

本・睡は, 次の2 11111重に区別されている。
subsp angustico11is (WATERHOUSE, 1875), s. str.
ヒ ラ タ ,、ナムク' リ

本極は最初 Valgus angustico11is として記般され
たが, ARRo、v(1913)によって Valgus属から Dasy-
υatgus属に移された。その後, 1941 年, 沢田が本種
を換式種として Nil)poneυalgus属を創設したこと
は既に述べた通りで,  この取り扱いが現在に至って
いる。 春先から花上に普通に見られるが, 雌はほと
んどの個体が 木中より採集されている。
分布 : 日本 (北海道, 本州, 四国, 九州,屋久島,
対馬), 朝鮮。

subsp maedai NAKANE,  1956 トカラ ヒラ タ 、

ナムグリ

1953年にトカラ列島中之島で中根ifi彦氏白身が採
集した4 頭の離個体を基に記般された。 色彩は, 基
亞種よりもむしろ沖縄に産する yonakumensisに似
ているような点も認められる。
分布 : トカラ列島 (中之島)。 (東京都練馬区)

l_は共に燈火に飛来したものである。
( '-良市, i永 修)

訂正 : シイバナガゴミムシについて No. 60  (1982)
5 真右 21 行,  平均1.20。一,1.20,  平均1.24。; 6 l l -1,1
1 行, (3e)→(1 9) ; 同右12行, 第3 条→第2 条; 同
22 行,  (第2 図)→(第2 図D)  以上校正ミスにっき,
お詫びしてj J正する ( i書,i集部) ,

4  -



C0LEOPTERISTS' NEWS

0ケブトヒラタキクイムシ分布拡大か
日本に分布が確認されているヒラタキクイムシ科
は現在5 種であるが, その内の1 種Minthea rugi -
couis (WALKER, 1858) は熱帶原産で,、近年t i入定?i
した1'fである。
本極-は昭和4011:にhfl物検疫で,  インドか1、)輪入
された,1. の木械か1、) 発見された (l l」崎, 1965) のが
国内では最初の記afであり, その時に採集された標
本は中条t 齊mによって同定され,  ケブトヒラタキク
イムシの和名が付けられている。 国内への定着は竹
村 (1964) が鹿児島ll-l下で確認したのが最初で, 次
いで尊田 (1969) が北1L州市で確認している。
本種は本来ラワン製材や竹材及びそれらの製品等
につく害虫であるが, 鹿リi島, .1ヒ九州, 広島, 岡山,
德島各市の製粉工場のダスト中からも採集されてい
る (、11lilfla, 1969)。
最近 者は小田 保氏の御好意により, 同山県下
と今まで記録のなか.) た神奈川県下で採集された本
種の標本を検する機会に恵まれたので報告したい。
岡山Ia岡山市水島, 1. vii i977, 家具のラワン
材より2 頭; 神奈川In茅ヶ崎市赤松町, 3. vii i980,
竹製スダレより 5 頭, いずれも小田 保採集。
なお, スダレは神f-、川県下で更l?入し,  2 年後に本
種が発生したとのことである。
末 ながら, 標本を御恵与下さ -・た小田 保氏に

深,1 ､する。 (横l ﾁ11t  l物防疫所室蘭文所,  早瀬 猛)
0セマルツヤアリモ ドキの分布
セマルッヤアリモト'キTomodert‘s clatlij)os CHAM-

PIONの分布は本州, 四国であるが, 太平l f-側の東限
は現在迄の所, 小田原 u付近で る -方,  ll本海側
はどこまでかと思っているが, 'll者の「元には下記
の標本があり, 石川Inということになる。 新潟県の
ァ リモ ドキ科のl l録* には本種が見られず, 石川ll-l-,
富山lull付近が束限と思われるが, 読者請兄で本種の
標本をお持ちの方は発表していただきたい。

(1)  石川県島越付河合, 11. v. 1981.
(2)  福井県敦賀市追分, 11. v. 1981.
両者共, 田中 情氏の採集による。記して感 の

意を表す。
* 野付 l(1961) : 新潟luのアリモドキ科とナガ
クチキムシ科, 新潟県の.lt.虫(VI)

( 神奈川県小田原市, 平野幸彦)
0アカアシオオアオカミキリのa光性
多数のアカアシオオァオカミキリ Ch1oridolum

japomcum HAROLDが燈火に1?来した興味深い例を
衣 }_恵士博士が報告しておられる  (1981,  月刊むし
l21 号, 32 員)。もうそろそろ苔むす様な古い記録で
恐縮であるが, 私も同様な経験を間いているので報
告しておく。

1 6, 福島l[!大沼部藤川村新堀 (現在は高田町新
堀), 15. viii. 1950, 小竹恒離採集。
小竹氏宅の電燈に 来した3 頭のうちの1 額で,
標本は国立科学tiff物館にある。当時は現在と異って,
發光・ITや水銀・灯がなく,  民家の電燈は 30~60Wの

No. 61 (May, 1983)
電球ばかりであった。

( 国立科学博物館, 黒沢良彦)
0オニダナエテントウダマシの採集記録
オニダナェテン トウダー、'シ I)anae shibata i NA -

KANEはl/[- ', i合';t之P.lf士の「 ll 本産テントウムシダ
シ科概説(3 )」 (1980 「111」 =ユース No 51)に
よれば, 奈良で採集されたものに基き記械され, そ
の後の採集記録を聞かないとの事であるが, 者は

言阡n県で採集しているので記録しておきたい。
群馬県武尊山,  1頭, 16. viii. 1981
武尊牧場キャンプ場上のブナ林で, やや細目のブナ
と思われる l 'j木をビーティングして得た。 l、',i, 同
じ 木でクリバ・r、ッヤテントウダマシ Lycoperdina
castanet'penm's GORHAM 1 頭, べニバネテントウタ
マ シ Mycetina rut pennis (MOTsCHuLSKY) 3 頭も
採集できた。 最後に同定をお願いした平野幸彦氏に
お礼中し上げる。 (神奈川In川崎一市, 沢田和宏)
0宮城県名取川のミズギワゴミムシ類 ( ミズギワゴ
ミムシ分布資料3 )
名取川は小東 を源に東流し仙台市の南を流れ太

V.jliへ1 tぐ河川である。 ~? 者はその河口附近を調査
し4 種類のミズギヮコ' ミムシ類を採取する事ができ
た。そのうちの1 極ウスモンコミズギヮゴミムシは
各地に普通であるが, 残りの3 種は河口附近という
特殊な環境に生息する 水性の種であった。
分布上興味深いものもありここに'服告しておく。
26. v. 1981,  宮城lit名取川河r1, 1表 採集。

1.  キ、. ウトクコミズギヮゴミムシ Tachys (subg.
'?) gyotokuensis TANAKA 1 頭o
本l重は1956 年江1 11111河ロ (行德)を基産地として
記jillされた極である。その後田中, 山崎により詳細
な産地は明らかにされなかったが, 四国の i内海
沿岸にも分布する一' iiが報告されている。  そのほか
JEDLl,iKAや中根が間単に解説している。  最近笠原
はT'-集県の歩行虫をまとめた際に本種を図,i、しさら
に夷隅川河口から記録している。 また PAw tOwsKI
は北朝鮮から別亜種を記載している。
今同採集された個体は笠原の図と比較してIllが
、1,であり頭の満も異なるが原記載には一致する。
2. ウスモンコミズギヮゴミムシ Tachyura fusci -

cauda (BATES) 10_u。
3. キバナガミズギヮゴミムシBembidio;n (Desar-
matociuenus) yokohamae (BATES) 41 銀。

4. ハマヘミ ズギヮコ' ミムシ B (Peryphus) semi-
tu itum BATES 5頭。
本i重の分布については, 上野が本・用 (関束以西),
四国, 九州の各地から記録している。 その後ほとん
ど記録はなく , また東北地方からも知られていない
ため,  名取川が本種iのvヒ限とおもわれる。なお幅島
県の鼓川でも本種を採集しているのであわせて記録
しておきたい。4 頭, 28. iv. 1978, 福島県酸川河口,
ii 者採集。 末 ながら文献等でおlu-話にな-) た上野
俊一 tl事士ならびに笠原須階生氏にu'/l  く御礼中し上げ
る。 (東京都港区, 森田誠司)
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0ハネカクシの分布資料
Coj,rophitus属ハネカクシは0maliinae ( ヨツメ
i,、カクシ亜科) に属する。 日本からはこれまでに

3 が記録されている。本属は通常, 樹度下, 落集
下か1、)採集されるが, 5, 6 月に林内を飛翔中のもの
が採集されることもある。以下の2 種は比較的珍し
いように思われるので報告したい。 なお, 2)の採集
者の搬本,i/、之氏に深くお礼中し上げる。

1).  セミソ'キノカワ 、 'i'l、カクシ CoproPhilus im-
pressiis SHARP: 1 頭, 熊本県五家i t:り、.連子, 12. vil.
1970, 直海俊一郎採集.

2). CoProPhilus adachi1 (WATANABE et SHIBATA):
111真, 1ヒ1 ・ ｹ是寄町 ,24 vi. 1980, i ﾝ本' j/、之採集

( 九大農, 直海俊一郎)
0山梨県で採集したタマムシ2 種
以下のタマムシを山製lllで得ているので報告す
るo

1. クロ ヒメ ヒラ タ タ マムシ Anthaata( Antha-
.ria) reticulata MoTscHuLsKY :1 頭, 山製Ill 崎市
円野町, 23. v. 1981, 中山補人採集。 コゴメウッギ
の花を っていた処, 網に入-) た。

2. カラ カネチビナカポソ ター、'ムシ Nalanda
ohbayaslui Y. KUROSAWA: 311直, 、ll?f ill東山 'i部勝
1fjln「, 13. vi. 1982,  中lLl f'fl人採集。オニグルミの
ス ウィーピングで得た。

( 東京都東大和lll, 中山裕人)
0コブマルエンマコガネは北海適にも産する
いささかll1-い記録にな-) てし -.) たが, コ ブーu  ル

エ ンー、' コ ガー、 Ont  agus atri1ennls a i r ipe' m s

WATERHOUSE を ヒ海道渡島、l ,島で採集しているので
部i告しておきたい。

19, 渡島支庁nal1l1町赤川, 21. vil.  1963; 13,
fa田町11f-流, 10. vi. 1964, R1者採集。
従来の図鑑や解説等で本種の分布地として vヒ海適
があげられたことはないと思われる。 なお上記2 al
は二・宅義一 氏に御確認いただいた。 末_i: ながら記し
: 御礼中しあけ' る。  ( 神 '--、川u,、?表部 市, 西川正明)
0ヒラタアオコガネ, 千葉県の記録
ヒ ラ タアオコ ガネ A nomala octiescos tata B'uR -

MElsTEp、は, 原色l l 本i i虫図鑑 (保育社) によれは,
本・用では西部に産し,  4 ~ 5 月に出現するとあり,
関東での記録は無いようであるが, ill者は1982 年
10月28 1.1,   T-集ll-l印勝郡に於いて採集したので報
告する。 当l Iは約3 額をl l ・  し,  内1  頭を採集した。
時期は運いいものの暗J、、でl l 中気温は可成り高く,
出、は活発に1 g期していた。  国立科学 ｢宇物館の.「E - 沢
彦t.1吠 -のご教示によれば,  採集した場所が,  印 都
白井町に近いコ'ルフ場であることから, 客土, 1,文い
は,t直木, 芝生などによ )て移入された可能性も考え
られ, 出現期の異常もその為に生じたものかも知れ
ないとの事であるが, 次のシーズンに見られるか fJ
か興味深いものと思われる。
末 ながら, 同定並びにご教示を頂いた'E 沢良彦

P、宇士にお礼中し上げる。 (東京都大田区, 木村欣二)
- 6
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0チビヒサゴゴミムシダマシの生態
チビヒサゴゴミ.ムシダマシ Lao;na rotundiconis

MApsEuLは落葉の中から発見されることで知られ
る。 ' ll者は本年5 Ji 10 ll , 神 川l'-'大磯の高随山の
スダジイ・ タブ林の体床から採集した成、の中,  3
111をt'Jらた落集の中で?浦した結果,  6 月上nJに数
ll直の1 出 、を「確認した。 'は落葉の他, i'jちた
小枝も食し9 月上',1Jにはすべて終齢に達し, 下日Jに
は小枝などにもぐ. ) てa国化した。10月中句にはから
だがまだ開色の新成'11、2 頭を確認した。 本種は野外
においてもこの時期に新成虫が採集されることから
成虫越冬と考えられる。
なお,  この林床から採集されたクロミジンムシタ'

ー、,シ Ap anocep aius hemisp e r ic - WOLLASTON も
飼育の結果,  6 月上',11に落集の中に多くの?1?'が出
現 した。 ( ll?1?rli i11i,化区, 林 長閑)

チビヒサコ' コ' ミ ムシダマシ Lao,ta r ot ndicol i is
MARsEuL : 上. 成虫; ド. 幼11'.



C0LEOPTER!STS' NE、VS

0箱根におけるナガゴミムシの記録
補根における Pterostichus属は, 神索一川県.f l虫調
査報告 (1981)中で平野によって10種が記録され
ているが, :確者の採集品の中に, 相根未記録と患わ
れる 5 種と, 採集例の少ない Trigonognatha属1
種があるので報告する。

1. タナカナガコ' ミムシ Pterostichus latistylis
TANAKA

1
,上湯~大湧谷, 9. ix. 1978,

2. ウェノオオナガコ' ミムシ Pteros tichus uenoi
STRANE0

1 , 19, 上1場~大湧谷, 9. ix. 1978.
上記2 種は山地の水辺に生息する種類で, 奥多摩
方面では比較的多産するが,  神素川県においては稀
なもののようである。 P. latistytisは田尾(1978) が,
P. uenoiは森口1 (1972) が.「]沢から記録している。

3. ニッコウオオズナガゴミムシ Pterost ichus
;macrogenys BATES

19, 上1場, 3. vi. 1978. i限においては4、記録
ながら何期かが採集されているようである。 上記の
個体は涸れた沢の石下にいたもので,  体長 17 mm
の中型のものである。

4. ハラ トゲナガゴ ミムシ Pterostichus spiculi -
fer it atami TANAKA

2 , 上湯~大i勇谷, 3. vi. 1978; 3 , 2 9
9 , 同, 9. ix. 1978.

5. ジュンサイオオナガゴミムシ Pterost ich;us-
pachinus BATES

19 , 上1場, 3. vi. 1978. イ?個体は近機の他1111地
(1、i沢, 高11山,  與多1,l◆, 大 ﾏ一ｼ班)のものに比べると
体形が しく細形である。

6. オオマルナガゴ ミムシ Trigonognatha caj)-
reSCe1lS MOTSCHULSKY

19, 上1場~大涵谷, 9. ix. 1978.  本種は小田原
で採集されているが, 常l 根では初めてのものと思わ
れる。

( 神, ﾄ川 ll-l -川崎 llJ,  田尾美野留
0イカリソウムシ属2 種の採集例
イカリソ'ウムシの仲間はl l 本から 2 i重類知られて
いるが,  いずれも珍品で採集例も少ないので表者の
所有する標本を報告しておく。
1. オオイ ヵ リ ソ'ウムシ Euthycus japonicusHEL-
L ER

本種は MoRIMoTo (1982) によって 美大島から
2 , 5 が報告されているが, 111者も下記の標
本を所有している。
19, 奄美大島1場湾fli, 26. vi. 1980, 山本直文採集。
2. ヒメイカリソ'ウムシ (新称) Euthycus lnaeqt‘一
ah'colt is MoRIMoTo
本i重は MoRIMoTo (1982) によ .) て新l重 1:_して発
表されたもので, その産地として沖組本島と石垣島
を, 報告している。 '_ii者は与那国島産の1 ? を所有
しているので, 新産地として報告する。
' t) ,  与一那国島組納, 24. 111.  1976,  f1-木り、.之採集。
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ではあるが, 上記標本を快く提供して下さっ
た山本直文・ 有本久之の両氏に深謝する。

(和歌山県有田部, 的場 積)
0北海道太平洋側地域におけるキベリマルヒサゴコ
メツキ
キベリマルヒサコ' 一」 メ ッキ po加 te s加 fora!1'

EscHscHoLTz, 1829 は, アラスカからアリュー シ.、,
ン列島を通-) てカムチー、, ソ カ平島・ l l 本に iiる広い
地域に分布する海浜性のコメツキムシで, 灘太・ T
島列島を合む.?ヒ海道地域のものは別亜種, H.1itto-
ratis conueaus ( MlwA, 1928) として区別されてい
る。 .北海道からは, 銭画・ 推内・ 利1ji島・ 知床半島
からすでに知られているが, 11 者らは従来記録のな
か- ) た太平洋側地域から本 を発見することができ
たのでここに報告し
て お たい。

3 , 39 9 , _化
海道111' 中部i!-? 中町i
琶部,, 18. vii i. 1982,
松本英明i ・W;  1  6  
Ir,1, 4. i x. 1982, 松
本英明採集。
この地域において
は, 個体数は決して
少なくないようで,
砂iｺ  を活発に歩き「,  l
-・ ている個体や, l沙
1 ｯのコ'  ミや板の下に
隠l れている個体が他
にも発見された。

(東京f t大, 鈴木 亙; 地川lfi, 松本英明)
0 ドウガネサルハムシの体色
ドゥガネサルハムシ Sce1odonta leul isi i BALY,

1874 は関東地方ではそれほど締な種類ではない。そ
の体色はl'1色 (空色) と鋼色 (店金色) の2 型があ
るが, 私が 1947~1951 年の 5 年間に福島Ill会津地
方で採集した本F「l はすべて l'f色型ばかりであったの
に, 東京地方で採集するものは鋼色型は'かりである。

- 方, 会1t i也方や山形県の内ll ｮ地方で見られるョ
モキ' 、ムシは全部?t色型ばかりでf?1色型が見、'1らな
いが,  東京地方では鋼色型もかなりの率で見られ
る。従-) て,  ドゥガー:f、サル,、ムシの体色の2 型もョ
モギ 、ムシと同様の機構によって現れるのではない
かと考えられる。 近年ヨモギハムシの2 型の出現率
については, 鈴木ff雄博士によ )て全国的に統力的
に調査されているが,  ドゥガネサルハムシについて
も同様に調査する必要があるのではなかろうか。
なお, 本 にはかってクサギサルハムシの和名が

t i-えられたこともあるが, 本?重の加害1111物はヤプカ
ラシを 1としェビッ'ル, ブドゥなどのブト' ウ科のhii
物であ-) て,  クサギに加害するとはとても考えられ
ない。雄車の根際, 石下, 落集下などで成 で越冬
するので, 冬期によく採集できる。

( 国立科学t、lf物館, 黒沢良彦)



甲虫ニュース

0ルイステントウダマシの記録
ルイステン トウダマシ Pa;namomus leu,isi GOR-

HAM, 1873 は LE、vIsが長崎より採集した標本によっ
て新属新i重 として記般されたもので, 熊本, 徳島lfl
高越山, 福同県英彦山, 同鷹果山, 同大ケiii, 同山
田市熊ヶ畑, 等の記録がある。
本種は落葉下に樓e、するため, 特殊な採集法を試
みないと得られない。

書 評
T. RIGouT著 : Les Coleopteres du Monde I,

Batocerini 1 (1981). A4版, 12 真, 50図版,
24, 000 円。
以前から国立科学P、抹ｨ館に る束南アジア産の
ロスジカ ミキリ属 Batocera CAsTELNAU, 1840 の
標本の種名を同定し整理したく 思っていたが, 有
名な E. GILMouR & J. DIBB の “Rev ision of the
Batocerini (1948, Spolia Zeylamca, 25(1)) はな
かなか入.手し難く, 他に通当な文献もないので, そ
のままにな-) ていた。 今回, 後者の文献を入-fする
ことができたのを機会に, 昨年出版された RIGOuT
の著,lfを大金を投じて購入してみた。 しかし,  この
フランス人の著書には正直:z、ってす-・ かり落ll日 させ
られてしまった。
まず内容についてであるが, 数行の記,破とも記述
ともっかぬものがあり, それに続いて珍普の別, 体
長, 分布, 変異などが, それそ'れ別行で述べられて
いる。 しかも, それが1!、,  英, 独の3 ケ国語で繰返
し述べられているのである。 最初の解説.l lの 語を
:心して読み、次真の英n.f' を読んで 「なんだ同種説明
の繰返しではないか」 と思い, 次の独語の部分を見
てウヘ一 とうんざりすることになる。 図版はa;明で
'n '?技術も一流である。 しかし, Batocera属の中
では最小型種のあのl」本のシロスジカミキリが, A4
版の図版の真中にた-) た1 ? だけが実物大で鎮座す
るなど, 恐しく贅沢とム [うか,  間の抜けたと云うか
我々 の常識を外れた図版が日につく。  図版に限ら
ず, 本文も外装もどこを開いてみても余りにも条白
ばかりが日立つ果れ返- ) た本である。 我々 がこの種
の本を作ったなら, 本文も図版も1,'3 で済み, 定価
は1/'4 にな-) たであろう。 こうも売らんかなの商
がむき出しになると, りにもおそ一ましく , かえっ
て f l う気が起らなくなるのではなかろ・)か。
虫の中のある者f をまとめたこの種の文献では検

索表が付いているのが常‘識であるが ( も-) とも, 蝶

1昆虫の器具は「志資昆虫」へ
!l 本ではじめてで i た有頭11虫針! !
1, 2, 3, 4, 5 - i- (各号100本180円)
なお, 有頭多100,0' i もで.? ました。 その他, 採集,
i ・a l - 1、- :HI 川 11111 要 l I l l l f ' 」?11 . , -r ' ' ;、 l、 i : ート

1 ,1、 ・ 」 jj. ・ l I j j 「 i- t ;1 ・ 、 l l ・ 1 ・- liilJ / し u ・ ・ ' 0

〒 150 東京都渋谷区渋谷1 T if 7 - 6
電 語 (03) 409 - 6401 (ムシは一ばん)
振 替 東京 21129
志賀昆虫普及社
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者は落葉下より得られた各地産の標本を持って
いるので下記に記録しておきたい。
クl、住 (大分Ia) 25. v ii i 979.
五ヶ楼 (宮崎県) 27. xi i979.
1、:仙 (長崎県) 22. x. 1979.
浜玉町 (佐賀県) 22. 、,11. 1981.
標本をいただいた田中真悟氏に厚く御礼中しあげ
る。 (神?l、川県小田原市, 平野幸彦)
では検索表がないのが普通で, ある方が珍しいが),
この本ではどこにもそれらしいものは見当らない。
長々と巻頭から 言・  序文,  結ロー,  凡例と型通りに
続くが, それが, それそ-れに 語, 英語, 独語と各
1 買づつ占領して繰返されるのに, a干心の検索表が
見当らないので, 読者は図版によってある程度種名
の見当はっけられるであろうが, 種の特徴がどこに
あるのか, 科学的な種の認定は全くできない。 この
点では,  日本に汎濫しているある種の蝶の図鑑とて
も同様であるが, ,流者は種名を調べるには絵合せを
する以外に方法はない。 さらに不便なことは, 種内
の変異が判らないことである。 一応, 原記載とシノ
ームの一部は掲げてあるが, 本文に表れる変異はす
べて変種 (var. ) ばかり。 ところが図版ではこれが
全部3 命名式の亜種扱い。おまけに, それではその
原記破をと深そうとすると, どこにも見当らない。
どううやらこの著者は, 学名の何たるかを知らず,
可li ilE, 地方型, 変重, 型, 異常型, 個体変異のすべて
をごたませ'にして変種(var.) と称しているらしい。
l・1 -,IE種(図版では , 本文では変l重)が, 台湾と
ジ.t ワに .ll通して産したり, l,,1 一地域に2 fE利i産し
たりする例がいくらも出て来る。  一体この '者は f
名や分類の何たるかを理解しているのかどうかはな
はだ疑わしい。 まあ, 図版がi:t明で絵合せにはも-)
てこいで, 最後にちょっぴり参考文献が並べてある
点だけが救いとなるであろう。

( 国立科学博物館, 黒沢良彦)
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タツミの昆虫採集器具
ドイツ型標本前 木製大 ￥ 5,000, 相合板製

インロー型標本前中 ￥1,500, 送料一和こっき都
内及第一地帯 : 3 個以下￥1,300,  4 個以上￥850
(以下同様 ), 第2 i也,f￥1,500,  ￥950, 第3 i也,rl:
￥1,700, ￥1,050, it他, 各種器Fl, 針などを製作
販売してます。カタログを御請求下さい。 ( ￥160)

タ ツ ミ   製 作 所
〒 113 東京都文京区1易島 2-212-25

電 話 (03)811 -4547, 振特 6-113479


